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朝・中・日3言語併用者の会話における
　　　　一方進行コード・スイッチング
　　　　　　　　ー言語の特徴に注目して一

金　珍淑

1．研究背景

　近年の社会言語学の展開にともない、コード・

スイッチング（以下CS）は参加者の属性、場面、話

題などの要因により、一定の統語上の規則をもって

引き起こされ、コミュニケーション上さまざまな機

能を果すものとして評価されるようになった。

　しかし、これまでの研究では、CSを引き起こす

要因として、参加者の属性（言語能力や社会的なも

の）、場面、話題などが挙げられているが、CSする

言語とCSされる言語の差異と言語自体の特徴を要

因としてみた研究は管見の限り見当たらない。

　言語の特徴を、CSを引き起こす要因として探る

ことを目的とするには、従来の二つの言語だけを扱

う一2言語併用者の一つの言語からもう一つの言語

にCSする一より、3言語を扱う方が説得力のある

と考えられる。例えば、3言語話者は一つの言語で

話している途中、他の言語に切り替える際、二つの

選択肢がある。その二つの言語の中でどっちか一つ

の言語にしかCSしない場合、その選ばれた言語の

特徴が反映されるのではないかと考えられる。その

ため、本稿では朝鮮語・中国語・日本語の3言語を

不自由なく使える朝鮮族の留学生を対象とし、「言

語の特徴」により引き起こされるCSの方向を比較

する研究方法を取る。中国朝鮮族の多言語使用の背

景を踏まえて、CSされた言語に見られる、言語の

特徴からCSに与える影響を明らかにすることがで

きると考えるためである。

2．先行研究

　本稿では、同一一状況における三つの言語的背景

を持つ人々の日常的な会話であることから、CSを、

「二つ以上の言語を同じ発話もしくは会話内で並置

したり（文間CS）、基幹言語の中にもう一つの言語

が埋め込まれたり（文中CS）すること」と定義

（金2005）し、分析する際には、文問CSと文中

CSの区別はしない。

　これまで、CSに影響する要因として言語の特徴

をとりあげた研究は見当たらないが、陳（2001）は、

CSの果たす機能的な面から言語の特徴を見出した。

陳（2001）は、台湾語一中国語バイリンガルのCS

の進行方向1に注目し、2種類の一方進行CS2の共通

の機能を見出し、言語伝達におけるCSの機能性と

二言語の機能的な分業を解析した。その一方進行的

なCSを引き起こす要因は、台湾語の感性的な部分

と、中国語の情報的な事柄に用いられる特徴である

と述べている。これはGumperz（1982）で述べている、

二言語を持つことが資源となることにとどまらず、

個別の言語がもっている特徴についての知識が資源

となりCSに影響していることが窺える。

　また、金（2005）では、朝鮮語を優位とする朝鮮語

留学生の自然会話をデータとし、朝鮮語をべ一スと

する場合、CSを引き起こす要因を分析した。結果

CSを引き起こす要因に「言語的な要因」と「機能

的な要因」を見られたとした。例え、日本語の「言

語的な要因」によるCSの場合、朝鮮語がべ一ス言

語であっても、中国語がべ一ス言語であっても日本

語にCSすることが予測されるが、金（2005）ではべ

一スとする言語を朝鮮語のみにしたため、他の言語

で話す際はどの言語にCSするか実証することがで

きなかった。

　本稿では、べ一ス言語に拘らず、全会話における

CSの方向を分析することで、金（2005）で見られた

「言語的な要因」の中一方進行のCSを観察する。

3．研究の目的と課題

　本稿では、朝鮮語・中国語・日本語の3言語を自

由に操る日本在住朝鮮族の自然会話をデータとし、

会話内CSで見られる一方進行CSに焦点をあて、言
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語の特徴によるCSがコミュニケーションに与える

影響を探ることを目的とする。

　課題1．朝鮮語をべ一スとする場合、言語特徴に

よる一方向3進行CSは見られるのか。

　課題2．課題1で見られた一方向進行CSは、朝・

中・日3言語をべ一スとする場合、一方進行CSで

あるのか。

4．研究方法

　本稿の協力者は、日本の文系大学、もしくは文系

で学んでいる、あるいは学んだことのある中国の朝

鮮族7名である。朝鮮族3世・4世4である協力者

の中国での教育背景、言語環境などは少し異なって

いるが、日本に来てからは生活、教育、社会的な面

で類似したステップを踏んでおり、似た経験を持っ

仲間同士である。

　中国の朝鮮族3世・4世の言語実態をみると、ほ

とんどが朝鮮語と中国語の二言語教育を受け、朝鮮

語と中国語二言語併用者であるが、彼らを取り巻く

家庭や学校（小学校～高校まで）及び社会環境で使

われる言語の違いにより、優位とする言語が異なる

場合がある。本稿では、朝鮮語を優位とする朝鮮族

5人と中国語を優位とする朝鮮族2人を研究対象と

する。

　データの収集は、協力者の選定に先立って（金

2005）簡単な質問紙調査行ない、フォローアップ・

インタビューと共に分析の際には参考程度に留めた。

20005年4月～8月にかけて、一回4、5名、毎回約

2～4時間の会話を4回（計12時間）録音し、文字

化を行なった。

5．分析の結果と考察

　5．1課題1朝鮮語をべ一スとする場合、言語特徴

による一方向進行CSは見られるのか

　図1で示したように、朝鮮語を優位とする朝鮮

族の朝鮮語をべ一スとするCSで、「意味領域の違

い」、「受身表現」、「曖昧な表現」、「決まり文句」

は朝鮮語から日本語への一方向進行のCSを引き起

こしている。また、「敬語使用回避」、「論議の便宜

さ」は朝鮮語から中国語への一方向進行を引き起こ

している。しかし、ここまでは、朝鮮語をべ一スと

するCSに過ぎないので、その逆の場合があるかは

分からない。つまり一方進行であることを証するに

充分だとはいえない。そのため、中国語を優位とす

る朝鮮族の会話も含め、朝・中・日3言語それぞれ

をべ一ス言語にする場合の上記6項目によるCSを

分析して見る。

楓舞轟療癖織隔．

図1

　5．2課題2：課題1で見られた一方向進行CSは、

朝・中・日3言語をべ一スとする場合、一方進行CS

であるのか。

蝿瞭侮麟鞠雛

図2

　図2で示したように、「意味領域の違い」、　「受

身表現」、「曖昧な表現」、「決まり文句」　は朝鮮語

から日本語へ、中国語から日本語へと、日本語への

一方向進行のCSしか見られなかった。また、「敬

語使用回避」によるCSは朝鮮語から中国語への一

方向進行しか見られなかった。

　つまり、朝・中・日3言語を併用する朝鮮族の

発話で、「意味領域の違い」、「受身表現」、「曖昧な

表現」、「決まり文句」　によるCSは日本語への一
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方進行CSとみなすことができる。また「敬語使用

回避」と「論議の便宜さ」よるCSは中国語への一

方進行とみなすことが出来る。

　このようなCSする言語方向の偏りは、言語の特

徴がCSを引き起こす要因であることを裏付けてい

る。

5．3考察

　本節では、実例を挙げながら、各要因により引

き起こされたCSと、その方向が示すものを詳しく

記述し、考察していく。

（1）受身表現

　本稿では、「．．．言われる」「．．．聞かれる」など、

少ない数ではあるが受身表現に切り替えることで、

働きかけられる立場を浮き立たせる例が観察された。

会話例5　（朝鮮語→fimo （訳）

会話例2　（朝鮮語→β翻 （訳）

B：愛知司銀セ冠子　　B：愛知にいる友達

H：OjLgo）＜XとMiH：お姉ちゃん＜Xと
を連れて家に入る＞　　Mを連れて家に入る〉

→A：お癬しま一ナi→A：お覆しま一ナ

魁司諭bれτ6ん
だンプど、　川フ｝xli｝

引司叫里叫セ…モ｝

叫里叫ユせ碧刈魁
司ヱ叙ゼロ1

に誘われでるんだγソ

ど私は今就職で忙
しい、論文で忙しい

って言い訳ばかり言

っているところなの

　本稿で、「受身表現」によるCSは朝鮮語から日

本語への方向のみ4箇所観察された。その理由とし

て、朝鮮語には「受身表現」がないため、主題を自

分以外の人に転嫁し、自分は働きかけられている立

場であることを示したい場合は「受身表現」を持っ

ているほかの言語にCSで対処しょうとすることが

考えられる。しかし、中国語には「被」という言葉

を入れて受身的な文章に変えることはできるが口語

ではめったに言わない堅苦しい言葉であるため、受

身表現をよく使うという特徴を持っている日本語へ

CSしたと考えられる。

（2）決まり文句

　本稿では、よその家に訪ねたときに「お邪魔し

ます」、食事を始まる前に「いただきますj、人を

見送るときに「気をつけてね」、また「ありがと

う」、　「ごめんなさい」など日本での生活では日常

的に使われている慣用的な挨拶言葉が、日本語のま

ま多用されていることが観察された。

　スィリポーン（2003）は、「決まり文句」や挨拶

言葉は日本での生活をしている中で、自分達の日常

的な言葉、挨拶言葉となる習慣の表示である」と述

べている。勿論、習慣的な使用もあるだろうが、そ

れより、日本では、日常の場面で使う言葉がほぼ決

まっていて、この場合は何を言った方がいいのかな

どを具体的に自分の状況に即して考える必要がない

点に注目したい。例えば、日本語では、「いただき・

ます」、「ご馳走様」など決まった言い方があり、必

ず使うことになっているが、朝鮮語と中国語では、

人によって言う場合も、言わない場合もある。言う

としても、一々言う必要はあるのかと心理的に負担

を感じたり、決まったものがないのでその都度何を

言ったらいいのか悩んだりすることがある。このよ

うな朝鮮語・中国語の非効率的とも言える面は、日

本語の決まり文句にCSすることで解消されるので

はないだろうか。

（3）敬語使用回避

　朝鮮語と日本語には敬語表現があり、目上の人

に対しては敬語を使うのが礼儀であるとされている。

それに対し中国語は敬語表現がなく、目上の人にも

目下の人にも話し方はほぼ同じである。このような

3言語の差異を利用し、朝鮮語から中国語にCSす

ることで敬語使用を回避する場合が本稿で観察され

た。

会話例8（朝鮮語→虫国麺i）　　（訳）

E：毒01用01叫暑
A：をq裁告t4叫
F：庚叙ス1

A：｛ト

F：さすが姉ちゃん

→A：腿？H：♀司？

A：耳oレレ｝‘碁叫？

H：司磐

E：たくさん食べて

A：いただきます

F：美味しいね

A：ウン
F：さすがお姉ちゃん

→A：二人は何　　？
H：私達？

A：何歳差があるの？

H：4歳

　この会話は、圓の自宅で圓の姉である【E】が作

った料理を食べながら、【A】が姉妹である圓と悶

の年の差を聞く場面である。圓は［A】より少し年上

であるが友達なので、【A】は［H】に普段の会話では敬
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語を使わない。［H］の姉である［K】は［x］と初対面で

年上なので、［A］は［E］に敬語を使用している。しか

し、［A】が二人に向かって年の差を聞く際、敬語を

使うべきかどうか悩むことになる。その結果敬語の

ない中国語にCSして二人の年の差を聞いている。

［A】の質問に圓が「私達？」とターンをとった途端、

【A］は砕けた朝鮮語に戻って圓に話している。この

ような敬語使用を回避するため朝鮮語から中国語に

切り替えることは普段の生活でも意識して使ってい

ると、【A】に対するフォローアップ・インタビュー

で確認された。

6．今後の課題

　本稿では、同じ言語能力、同じ言語背景を持つ話

者同士の間のCSをみるため、朝鮮語・中国語・日

本語3言語とも話せる日本在住朝鮮族同士の発話を

研究対象とした。しかし、バイリンガル同士の発話

だけでは、語用論的知識がどの程度転移され、言語

の特徴がどのようにCSに現れたかを比較すること

はできなかった。そこで、今後は、バイリンガル同

士の発話、モノリンガル同士の発話、バイリンガル

とモノリンガルとの発話を比較することでCSの実

態とその意義を明らかにすることを試みたいと考え

ている。

注

1．CSの進行方向：台湾語をベースとする中国語へのCS

　は台湾語から中国語への方向である。

2．一方進行CS：2言語が相互的にCSすることなく、1つ

　の言語からもう1つの言語へ一方的にCSすること。

3．一方向進行CS：1つの言語からもう1つの言語へ、あ

　るいは二つの言語からもう一っの言語へと一方向的に

　CSすること。

4，朝鮮族3世・4世：中国に最初に移住してきた世代を1

　世とし、その子孫であり中国で生まれ育った者を3

　世・4世とする。年齢的には20～30代ぐらいである。
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